子育て体験記
ペンネーム　ひまわり

年齢　　　　４０歳代　

家族構成　　夫、子供2人

住居環境　　やや農村　持ち家
　私は、今現在、2人の子供を育てています。出産を機に仕事をやめたので、子育てと家事に専念できる毎日は、あんな事をしたり、こんな事をしたりと、楽しい事ばかりをたくさん想像していました。
　しかし、現実は甘くはありませんでした。子育て経験のない私にとっては分からない事ばかりだったので、育児書を片手に奮闘していました。育児書通りにはいかないということは育児書にも記されていて、今なら当たり前だと思うのですが、当事者にとっては、うちの子が例外なのだと、深刻な問題となってしまうのです。
　私の場合、出産直後から心配の連鎖がはじまりました。たいがいの育児書には、「産まれて1ヶ月くらいの赤ちゃんは、よく寝ます」と書いてありました。しかし、我が家の赤ちゃんは寝るどころか、昼夜を問わずよく泣きました。子育てが初めての私は、育児書を信用し、産まれたばかりの赤ちゃんはよく寝ると書いてあるのにどうしてうちの子は泣いてばかりいるのだろう、どこか具合でも悪いのかしら、と気持ちがネガティブな方向に向いていってしまいました。

　その頃、同じくらいの月齢のお子さんを育ててみえる方と、話をする機会があり、まだ1ヶ月なのによく泣くという話題になりました。たまたまその方のお子さんも、うちの子同様ほとんど寝なかったため苦労をされていました。「産まれて１ヶ月くらいはよく寝るなんて書いてあるけど、うそだよね！」と意気投合しました。同じくらいの年齢の子どもを育てているもの同士、日々のいろいろな思いを共感することで安心し、気持ちも軽くなりました。同じ境遇の友達のありがたさを実感しました。
　子どもが少し大きくなってくると、親子ともに行動範囲が広がっていきます。そこで様々な年齢のお子さんと触れ合う機会ができます。そんな時、うちの子より少し大きいお子さんを育ててみえる方と出会いました。うちの子は１０ヶ月くらいになっていたと思うのですが、お友達のお子さんは、1歳そこそこなのにトコトコ歩いていました。１歳になる前から歩いていたという話を聞き、まだコロコロ転がっているうちの子を見て、かなり心配し、あせりました。まだ大丈夫といわれても、現実を目の当たりにしていると、なかなか受け入れられないものです。
　あれやこれやと心配していましたが、結果的にはその後、発達の順番通りつかまり立ちをして、歩き始めました。面白いもので、2人目の時は、2人の育児と家事に振り回されていたこともあり、いつの間にか歩け、発達が遅い早いと気にすることもなく、純粋に歩けたことを喜ぶことができました。やはり、2人目の子育てになると、経験から学習し、余裕がでてくるものだなと思います。
　とにかく世間には、様々な育児書が出回り、それぞれに発達の目安や食事や排泄のしつけ等、たくさんの情報が記されています。あくまでも目安となると記されているのですが、そうはいわれても気になるのが親心というものでしょうか。うちの子はまだこれが出来ていないと心配したり、よそのお子さんと比べて一喜一憂したりしてしまいます。
　出産後、産院に入院している時、看護師さんが、
「これから、あの子はもう首がすわった、もう歩けた、字が書けた、とずっと比べたくなることばかりだけど、絶対に比べちゃいけないよ。」

と、話してくださいました。現実に実行するのは難しいですが、心につないでおかないといけないことだと思っています。子どもが小学生、中学生と学年が進んでくると、いろいろなものが数字となって現れるため、小さい頃とは違った悩みがでてきます。比べても仕方のないことと思いつつ、わが子となると気になってしまうのが現状です。

子育てをしていると苦労も多いし悩みもつきませんが、うれしいこともたくさんあります。子どもが初めて歩いた時、初めてまんまと言った時、初めて自転車に乗れた時、小学校に入学した時などなど、その時々の感動は計り知れません。年々涙腺がゆるくなっていくのを感じています。子どもって本当にかわいいなと思うことが、多々あります。日々の何気ないこと、例えば食事でも散歩でも買い物でも、同じことをしても、子どもと一緒だと数倍楽しいです。子どもの笑顔をみると、私もがんばらなくっちゃと元気が出ます。子育てをしながら私は子どもから、目には見えないけれどいろいろなものをもらっていると思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image1.wmf]

- 25 -

